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今年のどんぐりは・・・  森では多くの野生動物が厳しい冬を生き残るために、晩

夏から晩秋にかけてより一層あわただしくなります。そし

て、どんぐりが熟れて落下する９月末（クリはそれよりも

１週間くらい早い）からは、ネズミからツキノワグマまで

多くの野生動物がどんぐりを利用します。 

 エサの減る冬のために貯食をするネズミやリス、カケス、

たくさん食べて脂肪を蓄えるサル、シカ、イノシシ、ツキ

ノワグマ・・・冬への対策は違っても、どんぐりを利用す

ることに変わりはありません。 

 一方、野生動物にとって厳しい冬は全ての命を守るわけ

ではありません。どんぐりが結実の変動を作っている理由

の一つには、森の野生動物の数を調整していると言われて

います。どんぐりは利用する動物の数を調整することによ

り、自分の子孫を残す戦略であると考えられています。こ

うして自然のバランスが保たれています。 

 こうした自然の変動が、自然豊かな地域では人にも影響

を与えます。どんぐりが不作の年は特に、野生動物との棲

み分けのために、人の暮らしの中で私たちにできることが

あるのだと思います。（加瀬澤） 

どんぐり（ブナ、ミズナラ、コナラ、ヤマグ
リ）の豊凶調査の結果、不～並作です。 

８月下旬 
昆虫のチョッキリが
未熟なミズナラに産
卵し、地面に落とす。 

作成してくれたポスターは、小宮地区６自治会の掲示板に掲示します。 

 豊凶調査を実施
している中の１地
点では、コレン
ジャーと共に調査
を行いました。 
 雨の中、調査を
する姿が様になっ
ています！ 
 協力ありがとう。 

けものの気持ちを伝えてくれるポスターをコレンジャーが作りました。 



8月6日、臼杵山からの風景 


